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最近のボイラの傾向

去る昭和30年に斯界の先端をきって鶴見第二および新

東京火力発電所に513Oc,91atg(過熱掛-Hrl)280t/h

ボイラを納入し,以来好調に運転されているが,さらに

30年来 東京発電所第三号機用として 541/541JC,106

atg(過熱審判口)260t仲の再熱ボイラを

完成する｡

作l=いで近く

弟1図および第2図ほアメリカおよび日本における宝~(

圧,汽温の変遷を示すもので1卦卜矢印に示すごとく戦後
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第1図 火力発電所における最高汽肛の変遷

/J∫7∫//β/J∫7β//β灯77〝Z/ガ方プアガ〝β

大正 陀弄]

年 次

第2図 火力発電所における最高汽魔の変遷

とくに4～5年間における我国の気圧,気温の上昇は急

速にアメリカの蒸気状態に接近しつつある｡

日立 作所においてはこのような斯界の趨勢に先んじ

て高圧,高温,大容量ボイラの設計,製作,研究などの

面に不断の努力を続けているが,このたび千葉火力発電

所三号機175,0001【W用ボイラをアメリカB&Wより

輸入することに関連して主配管の製作を含むボイラ据付

･式を受注さらに同容量の4号紘を国産とし,これ

を日立の責任において

計画上の問題点

作納入することとなった｡

第3図ほ最新のアメリカのB&W計画になる150,000

～200,000kW 級の汽征構造の概要を示すものであるが

その概略仕 は,下記のごとくである｡

最大蒸発量.……………‥500～680t/b

最大運転圧力……………172atg(於過熱器出口)

蒸気温度…………………57lOC (於過熱器出口)

5430c ■

■:

人容量再熱汽 としてとくに留意されたことは

(1)B&W特許の分割壁を採用しできるだけ軽量,

小型としたこと｡

(2)従来の豊富な経験に基き経水の自然循環方式を

採用したこと｡

(3)負荷の広い範囲にわたって蒸気温度の自己平衡

M三を増すために,栢射望過熱器を酉己置したこと｡
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第4図 大容量汽権の汽胴概略寸法および概略重量の比較

を払うようなことにより大型汽捉

運転上問題になる炉巾方向におけるガス温度の不均一分

布,それにともなう部分的な過熱器の管壁氾度上昇を防

止し安全な 統運転を可能ならしめている｡

材料および工作上の問題

このような高圧,高弘 大容量汽経になると使用材料

もいろいろな面で制約を受けることになるので国内の銅

材メーカーをつぶさに調査検討し,できる限り国産材料

でまかなうよう計画をたてている｡

(1)主な材料

計画上とくに問題になった材料として次のようなもの

があげられる｡

胴板……………SB-55(SA302-B相当)

高温 過熱度…18-8および2兢Cr-1Mo

主蒸気管……‥.2兢Cr→1Mo

胴板材はわが国の運転 情なども考慮してできるだけ

起動時間を短縮するため,厚みを薄くすることが望まし

いが,最低SB-49あるいはこれ以上の高抗張力鋼が必

要であろう｡

最高温部過熱管は管壁温度が 600ロC を えるような

部分もでてくるので,高級合金鋼18→8で計画された｡

また主蒸気管にはアメリカでは最初18-8鋼を使用した

例もあったようであるが.最近は2兢Cr-1Mo程度の

フェライト系鋼で十分なことが実証されてから,フェラ

イト系を使用するようになってきている｡

(2)汽胴の製作および検査

弟4図は75,000～200,000kW級用として使用される

汽胴の概略寸法および重量の比較を示すものであるが,

図からもあきらかな通り汽胴重量において175,000kW

用は75,000kW用のほぼ3倍にも達している｡

したがって175,000kW用の汽胴は8,000tブレスを

使用しても長芋方向5分割は必要であり,その板一枚あ

たり重量ほ約20tになる｡板厚200m皿近くになると

熔接工数も尤大なものとなるがさらに熔接部の欠陥検査

に使用されるⅩ線装置も現有の100万Ⅴではやや不足す

るのでさらに200万ⅤⅩ線装置を準備中である｡

これらの設備充実により従来よりはるかに短い期間で

板曲げ,熔接作
,Ⅹ線検査,焼鈍,水圧試験匿いたる

ドラム製作工程を完了できる筈であり,さらに今後予想

される大容量汽権200,000kW,250,000kW級の汽胴製

作も技術的にまた工程的にまったく不安がない｡

(3)大口径,厚内管

汽胴とともに材料購入および製作上問題になるのは主

蒸気管および再 管のごとき大口径.厚肉管である｡

弟5図は75,000～200,000kW 用として計画された

これらの管の概略寸法を比較して示すものであるが･

175,000kⅥr,200,000kⅥ7 用となるとさながら大砲砲身

〔毒し知帳相川Ⅰ那脳膜忘虻(旨｣

第5図 容量増加にともなう主蒸気管およ

び再熱気管の寸法比較
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第6図 大 型 汽

のごとき感がある｡このような厚内のものは筒状に荒鍛

造後,内外径共機械仕上げして作られる｡このような大

口径,厚肉管の国産記銀はアメリカのリバルウジ発電所

(2恥000kW)向けとして製作,輸出されたS社の製品

で

2兢Cr-1Mo 533･4皿m外径×95.3mm厚×5,970mm長

1坑Cr一塊Mo 609･3mm外径×30.9Ⅰ℃m厚×6,040Inm長

というものがあり.さらに同社においては肉厚に制限な

く外径640mm単管重量 6tまでほ製作可能とのこと

であるから,200,000kⅥrを越えるような発

ものも国産品でまかないうるわけである｡

所向けの

このような管の加工上の問題ほ曲げ作業および現地熔

接である｡管の径が大きくなればなる程曲げ 径を小さ

くすることは工作的に困難であるが,一方現地酉己管に必

要なスペースをできるだけ少くする意味で小さな曲げ半

径を必要とする｡これに対しても程々検討研究の結果,

完全な曲げ作業も行いうる準備を完了している｡現地熔

接に要する工数も175,000kW 程度の主蒸気管でほ1

熔接箇所あたり250時間以上に するものと思われるの

で熔接工の増員育成にも力を注いでいる｡また現地にお

ける熔接部の放射線検査には強力なr線装置を使用する

筈で,焼鈍はインダクションヒータを用いるが現有設備

をさらに購入強化し万全を期している｡

(4)材料および熔接の研究

技術提携先のB&Wより豊富な資料を入手する一

方,熔接の専門技師を外国に派遣し最新の熔接技術を体

得させ,さらに日立研究所の材料部門における独白の研

究成果を加え,国情にマッチした技術を育成している｡

現在なお研究継続中のものとして18-8過 管材およぴ

大口径厚肉鋼管の熔接がある｡とくに18-8不銑鋼につ

いては18-8 相互の熔接,および異瞳の材料との熔接

について実際の試験片により使用温度以上の高温強度試

験,高温酸化試験.熔接棒.焼鈍温度の影響など多岐に

わたって実験を行っている｡

輸 送 計 画

大容量化するにつれて輸送の問題が重要になってき

胴 の 輸 送

た｡現地で組立のできるものは輸送限界l如こ収まるよう

分割できるが,汽胴ほすべて工場で製作して輸送するこ

とになるので特別に考慮する必要がある｡設計部門が中

心となり社内串輌部門および国鉄とも長期にわたって,

トンネルの建 限界,レールにかかる最大許容荷重,輸

送中の風圧など具体的に協議検討を続けてきた｡その結

果175,0000kW級までの汽胴は手持貨車シキ140で国

鉄乙線内であれば全国どこにでも輸送可能であることが

わかった｡弟d図はシキ140貨車で汽胴を運ぶ要領を示

すものである｡さらに大きな200,000kW級以上のもの

も現在計画中の専用賃率によれば輸送可能である｡

以上大容量ボイラの設計,製作,材粗 輸送の問題を

検討した結果を要約すれば大体200,000kW扱までの圧

力部の製作.現地組立は可能である｡さらに大容量のボ

イラも十分国産化できる見透しが確立されたと考えられ

る｡

蒸 気 タ ー ビ ン

東京電力新案京発電所納7ち000kW~蒸気クーピン

相次ぐ火力大容量機器の輸入に刺戟され,火力発電所

で消費する尤大な石炭量を節減すべく,プラント熱効率

向上が真剣に考慮されるようになった｡最近の傾向とし

て再熱サイクルの採用,材料の進歩にともなう蒸気圧九

温度の上昇,機器の大容量化はいよいよ顕著となりつつ

ある｡日立製作所ほ先に東京電力第二鶴見発電所および

新東京発電所第一号機用として 66,000kW タービンを

製作し,本邦における高温,高圧,大容量タービン製作

の先取をつけたのであるが,今回蒸気条件,容量,なら

びに型式の点でさらに一歩を前進した 75,000kW再熱

タービンを新東京発電所第三号機用として製作した｡本

タービンの設計, 作にあたってほ,無条件に外国の技

術を導入するに止まらず,とくに蒸気条件,サイクルの

点で我国始めての計画であることを考慮して.主要部分

の設計,工作,材料などに関してほ.あらかじめ日立研

究所,タービン設計およぴプラント設計,製作,製鋼.

熔接,検査など関係者部門の全機能を動員し,慎重な基
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第7図 75,000kW 再 熱 タ ー ビ ン

礎研究をかさね,各種データーを攻揃えた｡こうしてた

だに木椀の設計,製作に完璧を期し,製品の信板度を高

めえたばかりでなく,125,000あるいは156,000kW級の

再熱タービン製作に関しても,十分な基礎資料を準備し,

その製作に確信をうることができた｡さて今回製作した

タービンの主要計画要目は,

型 式………横置衝動再

定格出力

回転数….

式二汽 復流排汽型

‥..75,000kW

….3,000rpm

蒸気圧力………………………………102kg/cm2g

初蒸気温度/再熱温度…………………53即5380c

排汽圧力.

段 数

再熱前(高圧)

再熱後(高圧)

低圧部

...728mmHg

パーソソス係数…………………2,042

内部効率

再熟前‥.…

再熱後…

合計25段

.80.58%
…… 90.7%

本タービンほ底負荷用としてわが国はじめての再熱方

式を採用しており,計画にあたってとくに留意した息

ならびに従 の設計に見られなかった特長として次の事

項をあげることができよう｡

(1)計画上の要点:高低圧二汽筒複流排汽型とし,

主蒸気ならびに再熟蒸気は高圧車重中央部より導入す

る｡こうしてロータに作用する推力を釣合わせ,また高

圧革室の高温部を中央に集めることにより串室に加わる

熱応力を減じ.｢同時に水封グランドと軸受部が高温部分

に接近することを避けている｡低圧串室は鋼板熔接構造

とし,高低圧蒸気連絡管を車重と一体に組込んであるた

め,外観はあたかも 串室のごとくなり.きわめて優美

である｡

ロータは小直径多段方式を採用するとともに噴口およ

び巽の設計には効率の高いブオーテックスデザインを採

用した｡かくして熱消費量2,055kcal/kWb という劃期

的な性能を保 することができたのである｡

(2)ロータ:一体鍛造削りだしでリジッIカップリ

ングならびに三軸受方式の採用によりいちじるしく軸長

を短縮することができた｡高圧ロータは高温強度高い

Cr-Mo-Ⅴ 鋼を使用しているが.木材料は蒸気条件

1,10げF(5940c)までは使用可能のものである｡

(3)車重:高圧車重は高温強度.黒鉛化防止,鋳造

性熔接性の点できわめてすぐれでいる Cr-Mo-Ⅴ 鋳鋼

製であるが,木材料を製作するにあたっては 塊Mo,

1Cr一弘Mo,1Cr-1Mo,2兢Cr-1Mo.1Crq弘Mo

一塊Ⅴ,1Cr-1Mo一兢Ⅴ などの材料について,その鋳

造,熱処理.高温強度,熔接性などについて十分検討を

加え,実物大のモデルまで造って万全を期した｡本研究

の結果蒸気温度が1,050T(5660C)となってもフェライ

ト系の材料が十分使用可能であることがわかった｡

(4)特殊材料:蒸気温度1,0000F(538DC)の再熱タ

ービンに対しては,初段噴口,再熱初段動翼,高圧革室
締付ボルト ラビリンスなど,とくに高温蒸気に晒され

要な部分には低炭 不銑鋼にW.Co,Mo,などを

添加して高温強度を高めたいわゆるアスコロイ材を用い

てをり,これらの特殊材料についても.外国製晶にまさ

るとも劣らぬ完全なものがすべて日給できる態勢をとゝ

のえた｡

(5)制御ならびに保安装置としては
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再熱蒸気塞止弁

中間阻止弁

先行非常 速機

停滞蒸気非常排出

などの再熱タービンに特有の装置を備えており,いずれ

も発電機負荷が切れた場合のロータの過速を防止する｡

まずボイラ再熱器中にある彪大な残溜蒸気エネルギーが

タービン低圧部に流れるのを自動 断し,復水器にバイ

パスさせる｡再熱蒸気の塞止弁と中間阻止弁ほ各々2個

宛設けられ,運転中も随時開閉試験を行いうるようにし

て,弁棒の焼付などによる不測の事故の発生を未然に防

止できるよう考慮してある｡もちろん弁棒は完全な窒化

を行っている｡このほか本機にほ.

排汽窒減温装置

回転数自動復帰装置

タービン,ボイラ危急連繋装置

などの特殊保安装置類も完備されている｡

以上述べたように本機は1,450psi(102kg/cm2),

1,000/1,000ロF(5380c)の再熱タービンの仕様を十二分

に満足するものであるが,現在ではさらに進んで,蒸気

圧力1,800～2,400psi,蒸気温度1,0500Fに対する材料.

工作者方面の研究を終了しており,大型工作機槻,

設備などを新設して,大容量タービン製作に万全の態勢

=
+

〕

タ

カ

十

(亮圧)

⊂J

｢
才由
ノニ~

巨
丸

をととのえつつある｡なお本機と同型のものをさらに2

機現在製作中である｡

興国人絹納4,250kW抽汽背圧タービン

本機の仕様は

出 力‥‥

回転数....…‥

使用蒸気‥‥…

抽気圧力‥‥

背気圧力.…

4,250kW

3,600rpm

42kg/cm2g.425Oc

…‥4.2kg/cm2g
1.Okg/cm2g

タービン段数……………カーチス1段,ラトー6段

本タービンのもつとも特長とするところは,その抽気

および排気の自動調整装置で.その機能は次のごとくで■

ある｡

(1)抽気圧力調整器

4.2kg/cm2gの標準圧力に対し,15%すなわち0.63･

kgcm2の圧力変動率をもつ｡圧力調節範囲は3･7～4･ア

kg/cm2gである｡

(2)排気圧力調整器

1,Okg/cm2gの標 背気圧力に対し 20%すなわち

0.2kg/cm2g の圧力変動率,

Cm2g

(3) 3アーム式 整機構

節範囲は 0.8～1.2kg/`

タービン抽汽圧力と,タービン回転数または背圧の

蚤買 品 名 酋買 品 名

巴 調 速 ■機 7 プアーム機構

2 速度調節装置 田 ■ 高圧サ¶ポモータ

J 圭油ポン プ β 高 圧 州]…成 弁

4 スピートリレー /♂ 低圧ワーポモータ

J 排気圧力調整呈 〃 低 圧 力□さ成井

J 抽気圧力調整器 /2 刀ム軸歯車蓑置

j由気圧

告圧
ー→㊦…二｣水タンク

＼1め

l
＼､_｢【_【｢_【一
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いずれかを,その使用条件に応じて調

8図にそのスケルトン図を示す｡

抽気背圧タービンの

合がある｡

(A)並列運転

するもので弟

転にほ,並列と単独と二つの場

調速機ほ系統より除外し,抽気および背気圧力 整器

によって運転する｡抽気量変化による抽気圧力の変動ほ

抽気圧 器によって高圧加減弁開度を調整し,排気量

が変化する場合は背気圧調整器によって高圧ならびに低

圧加減弁を同時に同方向に操作する｡この

統のサイクルより

激な大魚荷

調速機は系

1～2鬼′上にセットされてあるので急

は,ただちに調速機が応勤し加減弁

断するから瞬時速度上昇ほきわめて小さい｡

(B)単独運転

調速機と抽気圧 整器により

ほロックし作用外に置く｡負荷

転を行い,背圧調

化による 度変動は

速機により調整され高低圧両加減弁を同方向に操作す

る｡抽気圧変化の場合は並列時と同様高圧加減弁のみを

作用させる｡上記の操作は,すべて3アーム式調整機構

によって行われるもので木調整装置の大きな特長であ

る｡調速機,拙気圧調整器およ 薬器の感度は非

常に高くきわめてこまかい調整が可能であり,しかも全

体の安定性が良く 転が容易である｡構造は簡単で部品

の交換に便利にできており各所に標準品を使用してい

る｡本機の 良てめ､.-才き剋 好な成績を示した｡

プラントおよび補横

このように発電所の圧力温度ならびにⅢ力が上昇する

iこつれて,ポイラ,タービンなどの主要磯路ばかりでな

く,発電所補機すなわち復水器,加熱 閏,各位配管お

よびその配置など全般にわたって飛躍的な 歩が行われ

た｡特に31年度は単にタービンプラン†各機器の設計製

作にとどまらず,これを発電所全体としての計画し,綜

合的にもつとも効率の良い発電所を建設しうる体

化された｡すなわち

が強

(1)米国最大の補機メーカーであるフォスターホイ

ラー杜と技術提携を行った｡

(2)新にプラント設計課を新設し,発電所計画なら

びに各神様の設計を行うようになった｡

ことで,フォスターホイラー社の豊富な技術と経鮫に基

づいた設計,製作を行うことにより,ボイラのB&W

社,タービンのGE社の技術と相まってもつともすぐれ

た補機を設計しうるようになった｡またこれらの機器を

適当に配置し,能率の良い発電所を計画するために,

賂 酉己管,中央制御な ど

を一つの部門で取纏め,日立

々に設計されていたもの

作所の有する の術技合

妙味を遺憾なく発揮できる態勢がととのえられたことも

第9図 60,000kW国鉄川崎発電所配置図

特 すべきことであろう｡

策9図に 60,000kW 発電所配置を示す｡各補機の主

な特長は

(1)復水器:冷却管の配列を独特の千鳥型配置と

し,とくに空気冷却部分を改良して十分に空気を冷却し

うるようにした｡低圧第一加熱器を復水器の上郡に取付

け,配置を簡略化するとともに,抽気管を くした｡ま

た復水綜とタービンの取付け郡にほ伸縮接手を設けて,

バネで支える代りに,復水誰を固定した｡

(2)給水加熱 :竪塾と横型があるが,竪型の場

合は水室部を下に置く,いわゆるダウンヘッド塑とし,

胴体を吊上げることにより,加熱管の点

ならしめている｡加
,交換を容易

管には伸縮の自在なUチューブを

用いる｡高圧加熱器のデスーパーヒータおよびドレンク

ーラ部は独特の構造で,熱変形そのほかの悪影響を除い

ている｡

(3)脱気器:トレイ塑で,復水は多数のトレイを

落下する間に微粒化され,加熱蒸気と十分接触,脱気功

果を完全にする｡空気とこれに含まれる蒸気は,落下す

る水滴と接触冷却され,さらにべン】､コンデンサで完全

に分離されて,空気のみ外部へ放出される｡酸素の含有■

量は保証の 0.005cc/1をほるかに下廻る好成績を示し

釆二｡

(4)制御系統 制御は日動と遠方とに分れるが,遠

方制御は起動盤またほ中央制御盤で操作,自動制御はそ

の状況を中火 から監視,こうして運転員を最小限度に

止めるようにする｡日動制御は大部分空気作動式とし

て,動作を確実にし,各種警報.保護 置を設けて二重

の安全を期している｡中央制御ほ起動は主として現地,

運転監視ほ中央窒の方式をとっているが,ポンプ頸ほな

るべく中央操作が可能なるよう考慮してある｡計器も小

型化し,その適正な西己置と相保って,中央盤はコンパク
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トに纏っている｡

以上各機器について主な特長を述べたが,プラントと

してはこれらをいかに組合せ,手際よく配置するかによ

り,実際の保守取扱い,さらに美観の上からも大きな差を

生じるものである｡われわれは国内のプラトンは勿論,

広く海外発電所の実例を参

考として.その利害得失を

比較検討し,与えられた条

件に応じて,常にもつとも

合理的なプラントを計画で

きるようたえざる努力を払

っている｡

タービン発電機

弟=鶴見および新東京発

電所納入機器の運転開始

一昨年完成された東京電

力鶴見第二および新東京発

電所納飢,000kVA水素冷

却発電機各1台ほ昨年始め

より常

後順

運転に入り,その

転r-いである｡こ

Jtらの発電機の水 冷却方

式ほ従来の密封油の真空処

j埋に代わり.無処理の密封

油を使用する連 掃気式を

･採用しているが,運転の確

実,保守の容易など所期ど

おりの成果をえて,好評を

博している｡両機とも鉄道

･輸送を考
して以下に述べ

るごとき特別の分割方式の

周定子を採用した｡弟10

周は据付を完了した発

である｡

大型発電機の輸送

機

これらの発電機は固定子

が寸法的にも豪量的にも輸

_送限界を越える｡とくに鉄

､道輸送限界の小さいわが国
ではこの制約が少くない｡

したがって輸送に便利なよ

うに佐々の構造が 用され

ている第11図は鶴見第二

発 所納の発電機に採用し

た方式で固定子と枠と鉄心

部を別個につくり,一体に

第39巻 第1号

完成された鉄心部を台串にのせて輸送する｡弟12図は

新東京発電所納のものに採用された方式で固定子枠と鉄

心を一体に完成し枠の端部を取除いてこれに輸送金具を

取付けて固定子自身を事体の一部分として送る方式で

ある｡以上いずれも実際に使用して好結果をえた｡

第10図 第2鶴見発電所81,000kVAクーピソ発電機

第11図 輸送中の81,000kVA タービン発電機固定子(その1)

第12図 輸送中の81,000kVA ターピソ発電機固定子(その2)
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日本国有鉄道川崎発電所納 63,157kVA.常磐共同火

力勿来発電所納 41,200kVA,東京電力新東京発電所納

(第三号機)1Jよび東北 力八戸火力発電所納92,000kVA

水素冷却発電機なども策12図の方式により輸送され

る｡

配電盤および制御装置

自動燃焼制御装置

発電用そのはかの各位ボイラに,燃焼効率の向上,運

転人員の節減のために,自動燃焼制御装置が広く採用さ

れるようになった｡

自動燃焼装置は,ボイラ負荷の変動に対し,燃料およ

び空気量を加減して,その比率を適正値に保ち,また蒸

気圧力を常に一定に保つものである｡さらに平衡通風方

式では,炉内圧力をも一定にすることが必要である｡こ

のためには,制御系を構成する各要素の精度が高く.速

応性が大きくなければならぬことはいうまでもない｡

今回完成した自動燃焼制御装置は, 気方式を採用,

磁気増幅器を使用する無接点連続制御方式で,従来とか

く電気式の欠点とされていた接点を使用していない｡弟

13図は東京電力に納入した本機の 整器キユーピクル

で,納入以来故障皆無,きわめて好調に運転を継続中で

ある｡

タービン中央盤

新東京発電所では起動停止をタービン床面近傍の起動

盤で行い,運転中の監視,制御, 整は中央盤で行う｡

したがって中央盤には主蒸気系統圧力,給水加熱器系統

圧力.脱気管水位などの指示計,主蒸気,加 器,軸受

などの温度記録計を構えている｡さらにタービンの回

転,カム軸位置,伸び,伸び差,振動振幅,偏心などの

特殊記録計器を取付けてある｡また運転中調整を要する

電動弁に対しては操作開閉器とともに開度指示計を組合

わせ制御を確実容易に行えるようにしてある｡したがつ

て運転員は主蒸気系統,給水系統の主系統ほもとより,タ

ービン各部の運転状態を一目で把握することができる｡

補機類の運転表示,故障表示は照明式として一目瞭然で

ある｡盤構造は各面幅1,800,1,900.1,400の並列設置

とし右端は主蒸気.特殊計器盤としているが左側2面は

中央室窓を通しタービンが見透せるよう特殊構造として

いる｡弟14図にその外観を示す｡

ボイラ中:大盤

新東京発電所のボイラ制御装置は自動制御盤と補助制

御盤として中央室に集中されている｡

弟15図は補助制御盤の外観を示し,巾 2,400,高さ

2,430皿mを1面とした構造で,強度と耐震性を考慮し

4.5mm仕上鋼板を使用している｡給舵機,蒸気,給水

電動弁コン∵トローラ∴通風装置各ダンパ,べ-ン開度計,

第13図 自動燃焼制御装置用調整器キユ

ーピクル

第14図 66,000kW3,000rpm蒸気クー

ピソ用中央制御盤

コットレル関係表示,蒸気純度記録

などが坂付けてある｡
.炉内監視テレビ

補機関係の故障表示はタービンと同じく照明式で中央

室より容易に監視できる｡

補助盤は正面のボイラ日動制御盤右側に配置されてい

るので,全貌の把梅が容易で, 流計,閲歴計,水位計

などの電気計器はすべて広角度型としてあるので,きわ

めて明るく読取りやすい｡

水素制御盤

新東京発電所の主発電機は水素冷却式であるが,この

ガス置換,軸受密封油関係制御装置は現場制御盤と中央
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第15図 5130c,98kg/cm2,280t/hボイラ用補助制御盤

室監視盤に集められている｡現場制御盤でほ起動停止置

換の制御を行い,中央窒では監視,水素ガスの流量

を行う｡

中央盤には水

整

純度記録計,水素流量計,水素ガス圧

力計,差圧計など運転監視に必要な計器を取付け,また

警報表示装置が完備されている｡

この外別にガス,密封油系統の照光系統盤が中央室に

並列設置してあるから,常時確認監視しながら安心して

運転できるようになっている｡

盤の外観は第15図奥にみえているが,タービン主盤

の左側に酉己置されている｡

第16国 5,000kVAxl蒸気タービン発

′電所主配電盤(BC型)

第39巻 第1号

抽気背圧タービン用主配電盤

興国人絹納抽気背圧タービン発電機の

主配電盤を葬lる図に示す｡

主回路関係は発電機1,主幹連絡線

1,配電線6,であり,計器はSR35広

角変型を使用している｡AVRは抵抗型

の RTA 型を使用しているが,受電用

連絡線長く,系統切換に際し受 々圧の

変化がほなほだしいため,過大供流を抑

制し誤遮断させぬよう電流制限方式とし

ている｡さらに過電流継電器は電圧抑制

式のIOV型とし上記の切換時誤動作を

防止し,故障時の動作を確実にしてい

る｡

酉己電盤はBC型の主盤4組と補助盤5

面とし,計器.継電器.盤にいたるまで

すべてパルプ工場であるため耐酸,耐ガ

ス処理を行ってある｡

タービン制御装置としては抽気背圧タ

ービンであるため,無負荷となった時背圧調整器の自動

切換装置を動作させて速度上昇を抑制しているのが特長

である｡

3.3kV主因路開閉制御装置はすべてメタルクラッド

とし8台に収めて,安全かつまとまりをよくした｡

自動同期装置

興国人絹(八イ･e)発電所は主盤をBC型とし,背面を

継 器盤として小数の保守員で運転できることを建前と

し発電機の同期並列および連絡線と本発電所との同期並

列に VS 型自動同期開合装置を使用している｡これに

より熟練を要する並列操作を自動化し,保守員の労を軽

第17図 5,000kVA蒸気ターピ

ソ発電機用VS塑自動同期盤



電 用 機 器 15

第18図 Q6型タ･一ピソスラスト記録計

■くすることができる｢

本装置は埋込型構造できわめて体裁よく,電源装置を

自蔵し 内部点検は前面ガラスカバーをほずし 本体を

弓l出し回転すればよくきわめて便利である｡

日動同期盤外観を第17図i･こ示す｡

スラスト記録計

中部電力,名港発電所納 53,000kW タービン用とし

てQ6型電子管式スラスト記録計を納入した｡

木器の検山原理は従来のAV塾と同様であるが,電

一子管塾としたため指針駆動トルクを大きくし.精度を向
上させることができる｡指示目盛ほ-1～0～十2mmで

あり,+側一側にそれぞれ警報. 断の2接点をそなえ,

任意位置に整定することができて保護装置をも兼用して

いる｡

電子管塾記録計としたため.運転経過中のスラスト変

イヒが詳細に記録に残り,運転状況と事故時の解析に有力

第19図 新東京火力発電所中央制御室配

電盤に組込まれたモニタ

な助けとなり,また記録紙は150mIn の幅広いもので

あり,折畳み式であるため切取り点検に優である｡

また振動に対しても影響少なく.電源喪失時に誤動作

するようなおそれはまったくない｡外観を弟18図に示

す｡

エ莫テレビジョン装置

東京電力新東京火力発電所に納入された工 テレビジ

ヨソ装置では.カメラを炉壁に取付仇 炉内のバーナの

点火状況の監視に使用されている｡カメラには炉内の幅

射熱,炉壁からの熱を 断するため冷却装置が附属して

おり,水冷および空冷によりカメラの周囲温度を 40DC

以下に保っている｡弟19図にみられる通りモニタは中

央制御室配電盤に組込まれ,制御室でバーナの点火およ

び燃焼状況を監視できる｡火力発電所における工業テレ

ビジョン

面計の監視,

の応用としては炉内監視のはかボイラの水

煙突の媒煙監視などに使用されている｡

エンジン直結交流発電轢

ビルディング内の非常用電源として,農

工事用

土木などの

瀕として,あるいはまた無電力地区の常用電源

としてエンジン直結交流発電機の需要は依然としておと

ろえていない｡とくに31年度ほ可搬式エンジン直結交

流発電機を重点とし,弟1表のごとき標準に基づきすで

に十数台製作した｡弟20図は可搬式エンジン直結交流

第1表 可搬式エソジン直結交流発電機標準表

第20図 可搬式エソジン直結交流発電機
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発電機セットの一例であるが,図示のようにエンジン,

交流発電機,各径制御器,小型配電盤などがすべて体裁

のよいボンネットに内蔵され,配電盤面の操作ハンドル

と開閉器の開閉のみで起動から発電までのすべての操作

が行われ,しかもエンジンの起動もきわめて容易なセッ

トとなっておる｡したがって誰にでも運転でき,組立て

たセットのままで自動串に積込み運搬することもできる

便利なものである｡

タ ー ボ 過 絶 境

日立製作所では,太平洋戦争初期以来航空用ターボ過

給機,ジェットエンジン,ガスタービンなどの研究を開

始し.終戦までには大量の航空用ターボ過給機を製作納

入した｡

戦後はこれらの技術を生かして,ガスターピソおよび

ターボ過給磯の研究を進めているが,31年度に完成した

LO9-2塾過給機は,国鉄制式DMF31HS 形370HP

ディーゼル機関に装備しで性能試験ならびに耐久試験を

行い,きわめて優秀な成績を収めた｡その外観を弟21

図に示す｡

また本過給横を装備したディーゼル機関の性能の一例

を弟22図に示す｡

一般にディーゼル機関を過給することにより,

(1)機関重量のわずか数%の増加で,50%以上の

出力増加がえられる｡

(2)同時に燃料および潤滑油消費率は減少し

(3)過負荷および部分負荷性能も向上する｡

などの利点があるが.とくに日立過給機は次のような特

長を持っている｡

(a)永年にわたるガスタービン研究の成果を盛り込

み,各部分に細心の注意を払った設計工作がほど

こされているので,性能的に優秀でディーゼル機関

第21図 タ
ーボ過給機外観

(
e
墜
朋
肌
戚
蕃
山

.

二
､
･
-
∴
･

､
､

･J

一
･

､

仰 抑 /必ク /劫7脚戯材御

蔵閻臼転数 r〃の)

第22図 過給機付ディーゼル機関実際性能
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に装備した場合大きな出力増加と効率向上がえられ

る｡

(b)構造が簡単で必要な装備はすべて内蔵している

ので,ディーゼル機関の端に取付ければガス.空気

および冷却水配管をするだけで直ちに出力増加がえ

られる｡この際排気管,給気管の位置は種々な方向

をとることができる｡

(c)軸受には過給榛用起精密級ボールおよびローラ

軸受を採用し,その支持には特殊な弾性支持法を採

用しているので.排気の脈動,車輌の振動などによ

り軸受寿命が低下するようなことがない｡

｢日立評論｣既刊号在庫案内

本誌｢日立評論｣の既刊号が少部数ながら在庫し

ております｡

御入用の方は下記へ直接御申込下さい｡
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